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１．序論 

1990 年にタイのジョムティエンにおいて

「万人のための教育（EFA: Education for 

All）」が決議され、全ての児童に基礎教育を

提供することが世界共通の目標として国際的

に認識された。ウガンダでは他のアフリカ諸

国に先駆けて 1997年に UPE政策が導入して以

来積極的に教育改善に取り組み、就学児童数

が大幅に増加したが、近年公立小学校におけ

る質の低下が問題視されている。同時に、近

年私立小学校の就学者割合が増加する傾向に

ある。ウガンダ政府がこれまで力を入れてき

た初等教育無償化政策が保護者のニーズに合

ったサービスが提供できていないことを表し

ていると考えられる。「アクセスの拡大」と

いう教育改革の第一段階を乗り越えた公立小

学校を、児童にとって意義のあるものにし、

保護者に選択されるものにする方策が必要で

あると言える。 

先行研究では、ウガンダの公立小学校の問

題点を指摘する論文は多く見られるものの、

ウガンダの私立小学校の実態や公立小学校と

の比較を行った研究はごく少数である。 

 

２．研究の目的 

本研究は、保護者の評価の高い私立小学校

と、公立小学校の教育の質の共通点と相違点、

保護者が「教育の質」のなかで重視する項目

を整理し、ウガンダの公立小学校が今後優先

的に改善すべき項目を明らかにすることを目

的とする。 

 

３．研究の方法 

研究は①文献調査と②インタビュー調査を

通じて行った。 

①‥教育開発分野の書籍、ウガンダの初等教

育やガバナンスに関する先行研究、UNESCO、

世界銀行、ウガンダスポーツ教育省等の資

料・報告書をレビューし、議論を整理した。 

②‥ウガンダの公立小学校・私立小学校の保

護者に対してインタビューを行い、保護者が

学校選択を行う過程とその際重視する項目、

意見の表現方法や学校に対する満足度などの

調査を行った。 

 

４．公立小学校と私立小学校の比較 

 まず、公立小学校と私立小学校に関する制

度や学校運営の枠組みを調査・整理した。 

次に、先行研究や各種国際機関の報告書を

基に「ウガンダの小学校における教育の質」

の指標の作成を行い、各種データを用いて公

立小学校、私立小学校における各指標の検証

を行った。教育の質は、児童の学力、クラス

規模、教員の質、内部効率性、アクセス、保

健衛生、保護者の学校への貢献、アカウンタ

ビリティ、行政による監理の 9分野に分類し

た。 

 

５．保護者の優先項目 
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 教育の質 指標 データ・インタビュー 

から判る実態 

保護者の重視度 

公立 私立 

公立 私立 考

慮 

優

先 

考

慮 

優

先 

① 児童の学力 授業への出席率 私立の方が高い     

進級試験の成績  情報なし ２ ３ １ ４ 

PLEの成績 私立の方が高い ３  ５  

② クラス規模 教師：児童比率 １：５６ １：２９ ２ ５ ８  

教室：児童比率 １：７８ １：４２ ２  ６ ５ 

教科書：児童比率 １：５ 情報なし ３  ７  

③ 教師の質 能力不足 全員資格有 資格の無い

教員も。 

２ ２ ３ １ 

熱意不足 熱意低い 熱意高い 

④ 学習の持続性 留年率 情報なし   ８  

退学率 情報なし   ８  

卒業率 情報なし ３    

⑤ アクセス 学校と家の距離 情報なし １ １ ２ ２ 

⑥ 保健衛生 給水 情報なし ３ ４ ６  

衛生設備（トイレ） 情報なし 

給食の有無 少ないが、

改善の兆候

あり 

少ないが有 ４    

⑦ 学校への貢献 授業料 無料 有料 ３ ４ ４ ３ 

資金・労働などの要求

の有無 

有 有 ２ ４ ７  

⑧ アカウンタビリテ

ィ 

保護者と学校側の会合

の有無 

有 有 ３    

保護者の意見の反映の

有無 

反映少ない 反映多い 

⑨ モニタリング 

(行政官/理事長) 

モニタリングの有無 情報なし 理事長 

厳しい監理 

    

モニタリングの頻度 

Parishにおいて、公立小学校の保護者、私立

小学校の保護者、公立から私立へ転校させた

保護者に対して、「小学校選択において重視す

る項目」等のインタビューを行った。 

 

５．考察 

 データとインタビューで得られた結果を

「ウガンダの公立・私立小学校における教育

の質」の指標に当てはめ、考察を行った。 

 

 教育の質を総合的に比較すると、全体的に

公立小学校より私立小学校の教育の質が良い

という結果になった。公立小学校を選択する

保護者は「公立小学校であること」、「授業料

がないこと」を最優先にしており、その範囲

内で、「教師の質」や「児童の学力」の良い学

校を選択していると考えられる。一方で、私

立小学校の保護者は、公立・私立小学校全体

のなかで、「教師の質」や「児童の学力」を比

較している。また、公立・私立小学校のほと

んどで保護者会が行われていたが、私立小学

校では多くの意見が反映されているのに対し、

公立小学校では殆ど反映されていなかった。 

  

６．結論 

①学校選択段階において公立小学校選択のイ

ンセンティブを増やすには、教師の質が非常

に重要であり、公立小学校から私立小学校へ

の転校を防ぐには、保護者の意見の反映が重

要であると言える。 

②小学校の保護者は、進学試験の成績を非常

に重視する傾向にある。 
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